
 

鳩山首相退陣、菅内閣が誕生しましたが… 

間近に迫った参議院選挙では消費税増税派を少数に追い込もう！ 

「政治と金」「沖縄普天間基地」の問題で国民の大きな怒りに触れ、鳩山首相は退陣し、新たに菅内閣が発足しました。小沢幹事長とと

もに表舞台から去ったからといって「政治と金」の問題が国民の前に明らかにされたわけでも、米軍基地問題に決着がついたわけでもあ

りません。いっそう国民の監視が必要となっています。 

消費税に対する態度は最大の試金石 

 鳩山前総理は昨年の総選挙の結果を踏まえ「消費税は４年間増税しない」と公約しましたが、菅首相は財務大臣時代に「消費税や環

境税についても本格的な議論を３月から始める」「増税をしても使い道を間違えなければ、景気は良くなる」と発言し消費税増税の「地な

らし」役をすすめてきた人物です。 

マスコミをあげての「消費税増税論」にノーを 

 マスコミは菅首相誕生後すぐ「先進国で最悪の水準にある日本の財政再建は待ったなしで、消費税増税も避けては通れない」（産経新

聞）「菅直人新首相の誕生により「政府は消費税増税を軸とした財政健全化路線へ舵（かじ）を切る」との見方が強まっている」（東京新

聞）など消費税増税にむけての世論作りに躍起になっています。 

 「社会福祉のためなら消費税増税もやむなし」の情報を一方的に流しこの点での世論形成も狙っています。 

消費税は最悪の大衆課税、税収分は法人税減税の穴埋めに 

 消費税は低所得者ほど負担の重くなる最悪の大衆課税です。 

「福祉のため」といって導入された消費税ですが、1989 年に導入されて税収はのべ 213 兆円、一方、法人 3 税の減収分は 183 兆円で

福祉どころか法人税減収の穴埋めに回されてきたのが実態です。 

「『福祉のため』の財源に消費税を充てるという論調は短絡的で、法人税や所得税を元に戻したり、資産家優遇税制をなくせば財源は出

てくる」（5 月 28 日に行われた「消費税をやめさせる愛知連絡会」での山家悠紀夫さんの講演）ことを広く知らせていくことが大切です。 

班で集まって消費税について学んで・話し合い・広げよう 

 大切なことは「消費税増税論」の間違いをしっかりと学習して、知り合いに訴えながら、消費税増税を許さない世論を署名などで大きく

することです。そのために班会に集まって話し合いながら取り組みを進めましょう。間近に迫った参議院選挙では消費税増税派を少数

派にするために奮闘しましょう。 

参議院選挙にむけたアピール 

中小業者の営業とくらしがかかった参議院選挙を全力でたたかおう！ 

 国民の期待に背き、公約を裏切って辞任に追い込まれた鳩山由起夫氏に代わって、菅直人

氏が民主党の新しい代表に選ばれ、６月４日首相に指名されました。鳩山政権は、公約に違

反して名護市辺野古への「基地移設」を決め、当時の菅副総理も閣議決定に署名していま

す。日米「合意」は鳩山氏が辞任したからといって無くなる訳ではありません。菅首相は「普天

間基地の移設問題では日米合意を踏まえる」とのべ、アメリカにモノを言う姿勢はまったくあり

ません。これでは沖縄県民をはじめ国民・中小業者の怒りがおさまるはずはありません。 

 菅首相は、「政治とカネの問題では、えりを正していきたい」と言い、「小沢氏は国民に不信

を招いた。しばらく静かにしていただく方が本人、民主党、日本の政治にとってもいい」と述

べ、小沢氏との「距離感」を演出していますが、小沢氏に疑惑解明の責任を果たすように忠告

もしませんでした。国民の不信を解消するには程遠いものがあります。 

見過ごせないのは、菅首相は、消費税問題ではこれまで議論の活発化を求め、「消費税増税

をして、その税収の使い道を間違えなければ景気は良くなる」と唱えています。財界が求める

消費税増税と法人税減税を受け入れる姿勢を強めています。民主党政権の閣僚が消費税増

税を大合唱し、民主党も自民党も、乱立している新党も消費税増税を既定路線にしています。

 大企業は、労働者を使い捨て、下請け中小企業の単価をたたき、３月期決算で軒並み黒

字・利益をふくらませていますが、横暴は何ら是正されていません。内需振興や中小企業支

援を通じて、デフレの悪循環を防止する政策は全く確立されていません。 

  世論と運動は、３年前の参議院選挙で改憲勢力に痛打を与えました。昨年の総選挙では、

自公政権を退場させました。 

 すべての支部・班で参議院選挙の意義や、どの政党が中小業者の味方かを話し合い、政治

の革新をめざして全力で奮闘します。 

 アメリカいいなり」「財界・大企業優遇」という古い政治への逆流を断じて許さず、仕事確保や

消費税増税反対、憲法を守り在日米軍基地の撤去など、中小業者の切実な要求実現をめざ

し参議院選挙を全力でたたかいます。 

 ２０１０年６月６日               愛商連第６２回定期総会 

  愛商連第 62 回定期総会ひらかれる 

 六月六日、名古

屋市内で愛商連

の定期総会が開

かれて、今年一

年の活動方針と

新しい役員体制

が決まりました。

春日井からは役

員･代議員･評議

員十四名が参加

しました。総会前の皆さんの奮闘で、

商工新聞読者は前総会時をこえて表

彰を受けました。総選挙に向けたアピ

ールも採択されました。（左記） 

  

皆さんの会費が会の活動を支えています
会費の納入のお願い  

毎月、15 日までの会費納入にご協力下さい 

   会計 伊藤英雄 
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